
令和５年度
事業報告・決算が
組合会で
承認されました

［ INFORMATION ］

・  長期にわたり、 
整骨院・接骨院で 
施術を受けられている方へ 
ご案内をお届けします

・  組合員の皆さんの職種及び 
種別に関する調査を行います

季節の花が彩る『花の海』は約18.7
ヘクタールの広さを持つ西日本最大級
の農場です。現在の花の海がある場所 
は、塩害や潮風の影響で作物や苗の 
管理が難しい土地でした。この土地を
活かすべく、大規模なシステム農場を
作り、育てた良質な苗を全国へ届けて
います。苗を育てるだけでなく、花畑
や直売の苗売場、四季折々の野菜収穫
イベントや果物狩り、オリジナル商品 
や地域物産が並ぶ売店など、１年中 
楽しむことができる農場です。
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７
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
３
７
回
理

事
会
に
お
い
て
、
理
事
会
の
三
役（
理
事
長
、

副
理
事
長
、
常
務
理
事
）の
互
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
理
事
長
に
は
髙
村
勝
裕
理
事

（
滋
賀
県
支
部
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
副
理

事
長
に
は
、鈴
木
徳
男
理
事（
千
葉
土
建
支
部
）

並
び
に
大
地
均
理
事（
徳
島
県
支
部
）が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
常
務
理
事
に
は
岩
舘
高
志
理
事

（
全
建
総
連
）が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
三
役
の
任
期
は
令
和
６
年
８
月
11

日
か
ら
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

（
※
８
ペ
ー
ジ
に
役
員
名
簿
掲
載
）

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
き
ま
し
て
、
全
国
の

理
事
の
皆
様
か
ら
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

滋
賀
県
支
部
の
髙
村
勝
裕
で
す
。

被
保
険
者
約
27
万
人
の
大
き
な
組
織
の
要
職

に
就
く
こ
と
に
改
め
て
大
き
な
責
任
を
感
じ
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

今
回
の
改
選
で
９
年
間
に
わ
た
っ
て
三
役
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
三
浦
前
理
事
長
を
始
め
、
理

事
・
組
合
会
議
員
を
退
任
さ
れ
る
方
々
の
ご
尽
力

に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

私
た
ち
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、資
材

の
高
騰
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
始
め
と
し
た
物

価
高
に
加
え
、
職
人
不
足
・
後
継
者
不
足
が
解
消

さ
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
低
賃
金
、

週
休
２
日
な
ど
の
処
遇
改
善
を
含
め
働
き
方
の

大
き
な
改
革
へ
の
対
応
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

中
建
国
保
を
取
り
巻
く
情
勢
も
大
き
く
動
い

て
お
り
、
社
会
保
障
制
度
や
関
連
す
る
法
案
の
改

正
、
国
庫
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
様
々
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
課
題
を
克
服
し
組
織
の
充

実
を
図
り
、
三
浦
前
理
事
長
が
年
初
の
本
誌
に

寄
せ
た
言
葉『
「
建
設
国
保
３
つ
の
危
機
」打
開

に
向
け
て
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
』を
心
に

刻
み
、中
建
国
保
の
更
な
る
発
展
に
向
け
健
全
で

円
滑
な
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
組
合
員
と
家
族
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
鈴
木
副
理
事
長
、
大
地
副
理
事
長
、
岩
舘
常

務
理
事
と
力
を
合
わ
せ
、
常
に
緊
張
感
を
持
ち
な

が
ら
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
を
始
め
頻
繁
に
発
生
す
る
豪
雨
災
害
で
人

的
・
住
家
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
全
国
の
仲
間
の

皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
、
尚
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
衷ち

ゅ
う

心し
ん

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
理

事
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

組
合
員
と
家
族
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

理事長

髙
た か

村
む ら

 勝
か つ

裕
ひ ろ

就
任
の

　

ご
あ
い
さ
つ
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こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
い
て
、
理

事
の
皆
様
の
推
薦
を
い
た
だ
き
副
理
事

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
徳
島
県
支
部
の

大
地
均
で
す
。
こ
の
よ
う
な
大
役
を
仰
せ

つ
か
る
に
は
、
ま
こ
と
に
微
力
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
中
建
国
保
の
た
め
に
全
力
で
職

務
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を

始
め
、
頻
発
す
る
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
１

日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

私
た
ち
建
設
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢

と
し
て
、
建
設
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成

に
向
け
て
全
建
総
連
が
取
り
組
ん
だ
国

会
請
願
が
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
及

び
本
会
議
で
採
択
さ
れ
、
建
設
業
法
・
公

共
工
事
品
質
確
保
促
進
法
・
入
札
契
約

適
正
化
法
の「
第
三
次
担
い
手
三
法
」が

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
き
ま
し
て
、

全
国
の
理
事
の
皆
様
か
ら
副
理
事
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
千
葉
土
建
支
部
の
鈴

木
徳
男
で
す
。

ま
ず
、近
年
日
本
列
島
で
多
発
す
る
災

害
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
謹
ん
で
お
見
舞
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、被
災
地
域
の
一
日
も
早
い
復
旧
と

復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、社
会
保
障
制
度
や
関
連
す
る

法
案
の
改
正
、国
庫
補
助
金
の
見
直
し
な

ど
国
保
組
合
を
め
ぐ
る
情
勢
が
大
き
く
動

い
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
保
険
証
が
廃
止

と
な
る
12
月
２
日
以
降
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
て
資
格
確
認
書
も
し
く
は
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
発
行
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
組
合
員
と
ご
家
族
の
皆

様
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
心
し
て
医
療

機
関
に
か
か
れ
る「
受
療
権
」が
損
な
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ま
た
、保
険
者
機
能
の
一
層
の
強
化

が
求
め
ら
れ
る
状
況
下
に
お
い
て
、
組
合

成
立
す
る
な
ど
、
建
設
労
働
者
の
雇
用

改
善
、
担
い
手
確
保
に
向
け
た
動
き
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
建
国
保
を
取
り
巻
く
情
勢

も
社
会
保
障
制
度
の
改
正
や
国
庫
補
助

の
見
直
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対

応
な
ど
、
様
々
な
変
動
が
あ
り
ま
す
。

中
建
国
保
は
、
昭
和
45
年
の
事
業
開

始
か
ら
こ
れ
ま
で
に
も
様
々
な
課
題
に

直
面
し
な
が
ら
も
先
輩
方
の
知
恵
や
全

国
の
仲
間
の
努
力
に
よ
っ
て
課
題
を
乗

り
越
え
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度

勇
退
さ
れ
ま
し
た
三
浦
前
理
事
長
、森
田

前
副
理
事
長
を
は
じ
め
、
諸
先
輩
方
が

長
年
に
わ
た
り
、
守
り
育
て
て
こ
ら
れ
ま

し
た
中
建
国
保
の
更
な
る
発
展
に
向
け

て
、
髙
村
新
理
事
長
の
も
と
、
鈴
木
副
理

事
長
、
岩
舘
常
務
理
事
と
共
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

全
国
の
仲
間
の
皆
様
方
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

員
と
ご
家
族
の
方
々
の
命
と
健
康
を
守
る

保
健
事
業
対
策
の
強
化
が
急
が
れ
ま
す
。

そ
れ
に
は
現
状
の
医
療
費
分
析
や
組
合
員

と
ご
家
族
に
対
す
る
情
報
提
供
と
指
導
、

重
症
化
予
防
、給
付
の
適
正
化
等
は
欠
か

せ
な
い
課
題
で
す
。医
療
給
付
費
や
高
齢

化
の
進
展
に
伴
う
各
拠
出
金
や
支
援
金
の

増
大
、国
庫
補
助
金
の
減
額
傾
向
等
に
よ

り
中
建
国
保
の
健
全
で
安
定
的
な
運
営
の

舵
取
り
が
試
さ
れ
る
局
面
で
も
あ
り
ま
す
。

髙
村
勝
裕
新
理
事
長
の
も
と
、
大
地
均

新
副
理
事
長
、岩
舘
高
志
常
務
理
事
と
力

を
合
わ
せ
、
全
国
の
理
事
、
組
合
会
議
員

の
皆
様
か
ら
も
知
恵
と
力
を
い
た
だ
き
、

組
合
員
と
ご
家
族
の
皆
様
の
た
め
の『
中

建
国
保
』を
守
り
育
て
て
い
く
所
存
で
す
。

引
き
続
き
、
中
建
国
保
の
運
営
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
全
国

の
仲
間
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
致
し
ま
し
て
副
理
事
長
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
建
国
保
を

守
り
育
て
て

中
建
国
保
の

更
な
る
発
展
に
向
け
て

副理事長

鈴
す ず

木
き

 徳
の り

男
お

副理事長

大
お お

地
ち

 均
ひとし
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中
建
国
保
第
1
2
8
回
通
常
組
合
会
が
７
月
17
日

か
ら
18
日
に
開
催
さ
れ
、令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
と

歳
入
歳
出
決
算
状
況
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。全
議
案
と

も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

ま
た
、議
事
終
了
後
に
は
６
年
度
功
労
者
等
表
彰
式

を
行
い
、こ
れ
ま
で
中
建
国
保
の
事
業
運
営
に
多
大
な

貢
献
を
い
た
だ
い
た
役
職
員
等
に
表
彰
状
を
授
与
し
ま

し
た
。 令

和
５
年
度
事
業
報
告・決
算
が

組
合
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た

◆
組
合
員
の
状
況

令
和
５
年
度
末
の
組
合
員
数

�

12
万
５
０
２
４
人

�

（
前
年
度
比
２
８
１
４
人
減
）

◆
家
族
の
状
況

令
和
５
年
度
末
の
家
族
数

�

14
万
３
５
６
４
人

�

（
前
年
度
比
７
３
８
７
人
減
）

１
世
帯
あ
た
り
の
家
族
数

�

年
間
平
均
１
・
15
人

保
険
料
を
賦
課
し
な
い
３
歳
未
満

及
び
６
人
目
以
上
の
家
族

�

１
万
６
８
５
人

�

（
全
家
族
数
の
７
・
44
％
）

◆�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
者
の
状
況

令
和
５
年
度
中�

４
５
３
８
人

※�

家
族
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加

入
に
よ
る
資
格
喪
失
を
含
む

◆
組
合
特
定
被
保
険
者
の
状
況

令
和
５
年
度
末�

７
万
７
１
８
２
人

年
間
平
均�

７
万
６
３
４
４
人

�

（
全
被
保
険
者
に
占
め
る
割
合
は

�

28
・
08
％
と
な
り
毎
年
増
加
）

◆
機
関
会
議
等

通
常
組
合
会
、
理
事
会
、
三
役
会
、
予
算

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
監
事
に
よ
る
本

部
の
内
部
監
査
は
中
間
監
査
を
２
回
、決
算

監
査
を
１
回
行
い
、監
事
及
び
本
部
監
査
事

務
局
に
よ
る
支
部
及
び
出
張
所
へ
の
監
査
も

予
定
通
り
実
施
し
ま
し
た
。

◆
事
務
指
導
等

支
部
事
務
局
長
会
議
、
支
部
職
員
研
修

会
、
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、支
部
が
開
催
す
る
事
務
研
修
会
に
お

い
て
講
師
の
派
遣
要
請
を
さ
れ
た
支
部
へ
は

本
部
職
員
が
出
席
し
、制
度
の
周
知
を
図
り
、

中
建
国
保
の
事
業
運
営
へ
の
協
力
を
要
請
し

ま
し
た
。

◆
そ
の
他

東
京
都
に
よ
る
指
導
検
査
は
本
部
及
び

支
部
に
て
行
わ
れ
、
概
ね
良
好
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
は
保
険
料
や
一

部
負
担
金
の
免
除
等
、医
療
保
険
者
と
し
て

可
能
な
範
囲
で
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

２
被
保
険
者
の
状
況

１
事
業
執
行
状
況

ちゅうけんだより

中建国保だより　令和６年９月１日発行　第三種郵便物認可

4



◆
全
体
の
状
況

令
和
５
年
度
１
年
間
の
保
険
給
付

件
数�

３
７
１
万
５
５
３
０
件

給
付
額�
５
２
２
億
２
２
２
万
円

�（
前
年
度
よ
り
１
人
あ
た
り
月
額
19
円
増
）

【
詳
細
】

◆
療
養
の
給
付

皆
さ
ん
が
病
院
や
薬
局
等
に
か
か
っ
た
際

に
、自
己
負
担
額
を
除
い
た
費
用
を
中
建
国

保
が
負
担
し
ま
し
た
。

件
数�

３
５
３
万
５
０
８
４
件

支
払
義
務
額�

４
４
１
億
３
５
１
万
円

◆
療
養
費
の
支
給
状
況

皆
さ
ん
が
保
険
診
療
を
扱
う
整
骨
院
・
接

骨
院
に
か
か
っ
た
際
等
に
、自
己
負
担
額
を

除
い
た
費
用
を
後
日
払
い
戻
し
ま
し
た
。

件
数�

８
万
７
２
１
９
件

支
給
額�

４
億
５
２
６
９
万
円

◆
高
額
療
養
費
の
支
給
状
況

同
一
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
、自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

分
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

５
万
７
８
４
２
件

支
給
額�

51
億
３
０
０
５
万
円

◆�

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

支
給
状
況

件
数�

４
件

支
給
額�

９
万
２
９
５
５
円

◆
償
還
金
の
支
給
状
況

70
歳
未
満
の
組
合
員
の
医
療
費
が
、
１
つ

の
病
院
等
で
１
ヵ
月
１
万
７
５
０
０
円
を
超

え
た
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

２
万
３
６
９
２
件

支
給
額�

６
億
２
２
４
２
万
円

�

（
１
件
あ
た
り
平
均
２
万
６
２
７
１
円
）

◆
傷
病
手
当
金
の
支
給
状
況

組
合
員
が
病
気
等
で
５
日
以
上
連
続
し
て

仕
事
を
休
ん
だ
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
に
特
化
し
た
傷
病
手
当
金
は
、「
５
類
」

へ
の
変
更
に
伴
い
支
給
を
終
了
し
ま
し
た
。

件
数�

９
３
７
３
件

�

（
前
年
度
比
２
万
４
３
７
件
減
）

支
給
額�

10
億
４
４
０
０
万
円

�
（
前
年
度
比
11
億
５
７
３
１
万
円
減
）

◆
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
状
況

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
に
１
子
に
つ
き

50
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

１
６
３
０
件

支
給
額�

７
億
９
５
０
０
万
円

◆
出
産
手
当
金
の
支
給
状
況

組
合
員
が
出
産
の
た
め
仕
事
を
休
ん
だ
と

き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

85
件

支
給
額�

１
６
４
２
万
円

◆
葬
祭
費
の
支
給
状
況

被
保
険
者
が
亡
く
な
り
葬
祭
を
行
っ
た
と

き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数（
組
合
員
・
家
族
計
）�

６
０
３
件

支
給
額�

３
８
１
１
万
円

◆
健
診
・
保
健
指
導
に
関
す
る
事
業

基
本
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診

を
組
み
合
わ
せ
た
集
団
健
診
を
中
心
に
実
施

し
、
健
診
結
果
の
数
値
の
改
善
が
必
要
な
40

歳
以
上
の
希
望
者
に
保
健
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。

健
診
に
対
す
る
補
助

受
診
者
数�

10
万
１
１
２
２
人

受
診
率　
特
定
健
診�

56
・
56
％

　
　
　
　
一
般
健
診�

38
・
16
％

補
助
総
額�

12
億
4
0
3
2
万
円

保
健
指
導
に
対
す
る
補
助

件
数�

７
１
７
８
件

補
助
額�

７
２
９
６
万
円

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

予
防
接
種
を
受
け
た
方
に
１
回
２
０
０
０

円
を
年
度
に
つ
き
２
回
ま
で
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

２
万
９
９
５
６
件

補
助
額�

５
９
９
１
万
２
０
０
０
円

◆
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
補
助

市
区
町
村
が
実
施
す
る
定
期
接
種
を
受
け

た
方
に
１
回
２
０
０
０
円
を
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

３
２
６
件

補
助
額�

65
万
２
０
０
０
円

◆
保
養
施
設
利
用
者
へ
の
補
助

契
約
保
養
施
設
に
宿
泊
し
た
方
に
１
泊
分

３
０
０
０
円
の
補
助
を
し
ま
し
た
。

利
用
者
数�

５
２
６
８
人

補
助
額�
１
５
８
０
万
４
０
０
０
円

◆
健
康
体
力
づ
く
り
事
業

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
疾
病
予
防
の
講
演
等
、

被
保
険
者
が
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
て
る

よ
う
な
内
容
を
支
部
・
出
張
所
が
企
画
し
、コ

ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
実
施

し
ま
し
た
。

会
場
数�

３
１
３
会
場

参
加
者
数�

１
万
３
４
４
２
人

◆
健
康
家
庭
祝
金
の
支
給

１
年
間
病
院
等
に
か
か
ら
ず
、
組
合
員
が

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
世
帯
を
対
象
に

祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

対
象
世
帯
数�

３
８
５
０
世
帯

支
給
額�

６
４
２
２
万
円

◆
在
宅
介
護
支
援
住
宅
改
修
の
補
助

介
護
保
険
の
支
給
対
象
と
な
る
住
宅
改
修

を
行
っ
た
被
保
険
者
に
、
改
修
費
用
の
一
部

に
つ
い
て
10
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

１
件

補
助
額�

７
万
５
０
１
円

◆
被
保
険
者
証
更
新
会

コ
ロ
ナ
の
影
響
等
に
よ
り
開
催
を
見
合
わ

せ
た
会
場
も
あ
っ
た
も
の
の
、
保
険
証
の
交

付
を
中
心
に
医
療
保
険
制
度
や
事
業
運
営
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
数�

９
２
９
会
場

出
席
世
帯
数�

７
万
３
５
９
０
世
帯

◆
健
康
相
談
室

◆
中
建
国
保
だ
よ
り
の
発
行

◆
便
利
帳
の
発
行

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

◆
季
節
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

４
保
健
事
業
・
趣
旨
普
及
事
業

３
保
険
給
付
の
状
況
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◆
レ
セ
プ
ト
の
点
検
状
況

レ
セ
プ
ト
点
検
を
効
果
的
に

行
い
、
被
保
険
者
資
格
の
誤
り

等
に
よ
る
過
誤
調
整
や
交
通
事

故
な
ど
加
害
者
側
へ
請
求
を
行

う
こ
と
で
医
療
費
の
節
約
に
努

め
ま
し
た
。

点
検
の
結
果
、減
額
す
る

こ
と
が
で
き
た
医
療
費

�

10
億
２
４
１
６
万
円

�

（
１
人
あ
た
り
３
７
６
７
円

�

の
財
政
効
果
）

◆�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

減
額
差
額
通
知
の
送
付

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
負

担
額
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
方

を
対
象
に
、
年
２
回
個
別
に
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
し
た
。

◆�

医
療
費
の

お
知
ら
せ
の
送
付

ご
自
身
の
医
療
費
の
総
額
を

知
り
、
健
康
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
令
和
６

年
１
月
に
送
付
し
ま
し
た
。

◆�

職
業
病（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

対
策
事
業
の
取
り
組
み

再
読
影
の
状
況

40
歳
以
上
の
組
合
員
と
60
歳

以
上
の
家
族
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
の
再
読
影
費
用
を
中
建

国
保
が
負
担
し
ま
し
た
。

件
数�

３
万
６
３
９
４
件

労
災
認
定
に
よ
る

医
療
費
の
調
整

中
建
国
保
が
支
払
っ
た
医

療
費
の
う
ち
、
７
件
１
５
９
６

万
円
を
労
災
保
険
か
ら
の
給
付

に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

［
歳
入
］

◆
保
険
料

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
上
げ
を

行
っ
た
た
め
、
１
世
帯
あ
た
り
の
平

均
月
額
で
は
３
万
２
３
３
９
円
と
な

り
、
４
年
度
を
大
き
く
上
回
り
ま
し

た
が
、
予
算
人
数
を
下
回
っ
た
こ
と

に
よ
り
予
算
額
を
13
億
７
３
０
０
万

円
下
回
り
ま
し
た
。

◆�

国
か
ら
の
補
助
金

（
国
庫
支
出
金
）

医
療
費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
療

養
給
付
費
等
補
助
金
の
う
ち
、
定
率

分
補
助
金
は
本
来
交
付
さ
れ
る
べ
き

額
を
※
下
回
り
ま
し
た
。
組
合
の
財

政
力
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
普
通
調

整
補
助
金
は
決
算
見
込
を
上
回
る
交

付
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
調
整
補
助

金
は
医
療
費
適
正
化
等
の
取
り
組

み
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
保
険
者
機

能
強
化
分
や
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
、
産
前
産
後
の
保
険
料
免
除
分
と

そ
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
に
か
か
る
補

助
、未
就
学
児
の
保
険
料
軽
減
分
等
、

合
わ
せ
て
12
億
６
９
０
０
万
円
の
交

付
と
な
り
ま
し
た
。
補
助
金
全
体
で

は
当
初
予
算
を
上
回
る
交
付
と
な
り

ま
し
た
。

※�

定
率
分
補
助
金
の
不
足
額
に
つ
い

て
は
６
年
度
中
に
追
加
交
付
と
な

る
見
通
し

◆
繰
入
金

法
定
積
立
金
が
必
要
額
を
下
回
っ

て
い
る
た
め
、
積
立
金
の
取
り
崩
し

は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

［
歳
出
］

◆
保
険
給
付
費

病
院
や
薬
局
等
の
医
療
費
で
あ

る
療
養
諸
費
は
、
被
保
険
者
数
の
減

少
に
よ
り
予
算
内
に
収
ま
っ
た
も
の

の
、
１
世
帯
あ
た
り
の
平
均
月
額
で

は
４
年
度
を
上
回
り
、
病
院
等
へ
の

受
診
件
数
に
つ
い
て
も
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。ま
た
、コ
ロ
ナ
が「
５
類
」

に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
コ
ロ

ナ
に
特
化
し
た
傷
病
手
当
金
の
支
給

が
終
了
し
た
た
め
、
傷
病
手
当
金
の

件
数
及
び
支
給
額
は
大
き
く
減
少

し
ま
し
た
。
保
険
給
付
費
全
体
で
は

５
２
５
億
４
７
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

◆
国
へ
の
拠
出
金

後
期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付

金
等
、
国
へ
納
め
る
拠
出
金
に
つ
い

て
も
過
去
最
高
額
と
な
り
、
保
険
給

付
費
に
次
い
で
歳
出
総
額
の
構
成
比

を
大
き
く
占
め
て
い
ま
す
。

【�

法
定
積
立
金
の
保
有
状
況
と

決
算
剰
余
金
に
つ
い
て
】

法
定
積
立
金
は
４
年
度
に
赤
字
決

算
解
消
の
た
め
法
定
必
要
額
を
割
り

込
む
取
り
崩
し
を
行
い
ま
し
た
が
、

特
別
積
立
金
に
４
億
６
４
０
０
万

円
、
給
付
費
等
支
払
準
備
金
に
３
億

１
０
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
積
み
戻

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
５
年
度
末

の
保
有
額
は
特
別
積
立
金
が
49
億

３
３
０
０
万
円
、
給
付
費
等
支
払
準

備
金
が
14
億
１
７
０
０
万
円
と
な

り
、
法
定
必
要
額
に
対
す
る
保
有
率

は
、
特
別
積
立
金
が
４
年
度
の
76
・

26
％
か
ら
84
・
36
％
へ
、
支
払
準
備

金
が
49
・
09
％
か
ら
61
・
97
％
ま
で

回
復
し
ま
し
た
。

５
年
度
の
決
算
剰
余
金
は
37
億

２
２
０
０
万
円
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
６
年
度

予
算
で
繰
越
金
と
し
て
計
上
し
た

25
億
５
８
０
０
万
円
を
上
回
る
11

億
６
３
０
０
万
円
を
法
定
積
立
金
へ

積
み
増
し
、
保
有
額
の
増
額
を
図
り

ま
す
。

５
レ
セ
プ
ト
点
検
・
医
療
費
節
約
対
策

６
財
政
運
営
の
状
況

対象月 送付
人数

切り替え
人数

４月診療分 3,863人 668人

11月診療分 3,598人 155人

対象
診療年月

送付
世帯数

令和４年11月

〜

令和５年10月

11万
3,460
世帯
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７

［�

一
世
帯
あ
た
り
月
額

に
よ
る
収
支
の
内
訳
］

財
産
に
関
す
る
調
書

表
彰
規
程
に
基
づ
き
、こ
れ
ま
で

中
建
国
保
の
事
業
運
営
に
多
大
な

貢
献
を
い
た
だ
い
た
１
０
３
名
の

役
職
員
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、健
診
受
診
率
向
上
に
向
け

た
各
支
部
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
、

直
近
の
確
報
値
で
あ
る
、令
和
４
年

度
特
定
健
診
受
診
率（
法
定
報
告
）

の
全
支
部
平
均
受
診
率
58
・
87
％
を

上
回
っ
た
支
部
の
う
ち
、
３
年
度

受
診
率
か
ら
の
伸
び
率
が
高
い
５

支
部（
大
分
県
、青
森
県
、千
葉
県
、

山
梨
県
、群
馬
県
）に
感
謝
状
を
授

与
し
ま
し
た
。

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
！

令和５年度決算の状況

※剰余金（歳入歳出差し引き残高）：3,721,671,732円

その他の収入
2,063円
（3.33％）

国庫補助金　
�27,539円　
��（44,46％）

保険料
32,339円

（52.21％）　

剰余金2,458円

前期高齢者納付金
1,268円（2.13％）

介護納付金
5,327円（8.95％）

保健事業費
1,067円（1.79％）

総務費2,495円（4.19％） その他の支出
2,019円
（3.41％）

後期高齢者
支援金
�12,601円
　�（21.18％）

保険給付費
34,706円

（58.35％）　

歳 入
61,941円

歳 出
59,483円

（歳入）� （単位：円）

内　訳  決算額
�１�国民健康保険料 48,962,823,900
�２�使用料及び手数料 ０
�３�国庫支出金 41,695,295,148
�４�前期高齢者交付金 ０
�５�都支出金 88,213,232
�６�共同事業交付金 1,940,371,000
�７�財産収入 16,815,273
�８�寄付金 ０
�９�繰入金 ０
10�繰越金 908,052,386
11�諸収入 170,004,031

歳入合計 93,781,574,970

（歳出）� （単位：円）

内　訳  決算額
�１�組合会費 26,458,300
�２�総務費 3,777,869,298
�３�保険給付費 52,546,602,283
�４�後期高齢者支援金等 19,079,184,858
�５�前期高齢者納付金等 1,919,678,643
�６�老人保健拠出金 ０
�７�介護納付金 8,064,693,290
�８�共同事業拠出金 1,990,907,000
�９�保健事業費 1,615,526,218
10�積立金 789,947,572
11�諸支出金 249,035,776
12�予備費 ０

歳出合計 90,059,903,238

◆財産目録� （単位：円）

区　分 金　額
１�土地及び建物 1,962,885,708
２�物品 1,279,500
３�積立金 6,710,646,431
特別積立金 4,933,332,364
給付費等支払
準備金 1,416,710,804

退職積立金 341,579,485
本部事務所修繕
積立金 188,110

電算システム
改修積立金 3,597,539

財政調整積立金 5,029,444
本部事務所建設
積立金 ０

周年事業積立金 10,008,685
投資及び出資金 200,000

中建国保だより　令和６年９月１日発行　第三種郵便物認可

7



第19期役員及び組合会議員名簿
中央建設国民健康保険組合

理 事 長
髙村　勝裕
（滋賀県支部）

組 合 会 議 長 組 合 会 副 議 長

鈴木　徳男
（千葉土建支部）

大地　　均
（徳島県支部）

副 理 事 長
岩舘　高志
（ 全 建 総 連 ）

常 務 理 事

理 　 事

監 　 事

組 合 会 議 員

三浦　武德
髙橋清一郎
久米　成順
鈴木　盛治
中村　勝彦
水沼　孝明
宮下喜八郎
佐久間　敦
中島　宏和
桒原　　厚
木賀　聖司
登坂　慎一
中川　　敦

（青森県支部）
（岩手県支部）
（秋田県支部）
（福島県支部）
（茨城県支部）
（栃木県支部）
（群馬県支部）
（千葉県支部）
（千葉土建支部）
（千葉土建支部）
（東京都支部）
（新潟県支部）
（石川県支部）

（福井県支部）
（山梨県支部）
（静岡県支部）
（愛知県支部）
（愛知県支部）
（愛知県支部）
（滋賀県支部）
（奈良県支部）
（奈良建築支部）
（和歌山県支部）
（鳥取県支部）
（島根県支部）
（山口県支部）

竹島　正和
池田　光一
鈴木　　知
鈴木　貴雄
渡邉　健治
井上　大輔
冨田　忠夫
栗山　真司
大井　保治
岩橋　喜博
池田　勝美
齋藤壽美生
荒木　泰司

（山口県支部）
（徳島県支部）
（愛媛県支部）
（高知県支部）
（福岡県支部）
（福岡建設支部）
（福岡建設支部）
（熊本県支部）
（大分県支部）
（宮崎県支部）
（鹿児島県支部）
（ 全 建 総 連 ）
（ 全 建 総 連 ）

山田　好男
平田　孝夫
甲斐　　忍
青木　雄治
吉村　幸信
隈本　正継
丸林　正二
古島　　旭
有村　雄治
益田　俊彦
福森　茂広
勝野　圭司
松尾慎一郎

矢野　路治（福岡建設支部） （秋田県支部）猪田　博樹

関上　恒雄（群馬県支部） （愛知県支部）古橋　由式 （愛媛県支部）浅海　和志

上平　昭一
及川幸太郎
大峠　勝志
千葉　直樹
本名　幸吉
猪狩　　力
伊藤　正行
藤田　　健
谷中　久克
浅野　和彦
江連　俊之
河内　照雄
新田　浩幸
石井　信行
寺島　信治
菅原　靖秀
若菜　義幸
竹内　伸之
田中　浩昭
林　　栄治
大槻　　正
多田　　敦
石井　重光
小山　　武
上野　　昇
佐藤　祐一
笠江　敏道

（青森県支部）
（岩手県支部）
（岩手県支部）
（秋田県支部）
（福島県支部）
（福島県支部）
（福島県支部）
（茨城県支部）
（茨城県支部）
（茨城県支部）
（栃木県支部）
（群馬県支部）
（群馬県支部）
（千葉県支部）
（千葉県支部）
（千葉県支部）
（千葉土建支部）
（千葉土建支部）
（千葉土建支部）
（千葉土建支部）
（千葉土建支部）
（千葉土建支部）
（千葉土建支部）
（千葉土建支部）
（千葉土建支部）
（千葉土建支部）
（千葉土建支部）

（東京都支部）
（東京都支部）
（東京都支部）
（新潟県支部）
（石川県支部）
（福井県支部）
（山梨県支部）
（静岡県支部）
（静岡県支部）
（静岡県支部）
（愛知県支部）
（愛知県支部）
（愛知県支部）
（愛知県支部）
（愛知県支部）
（愛知県支部）
（愛知県支部）
（愛知県支部）
（滋賀県支部）
（奈良県支部）
（奈良建築支部）
（和歌山県支部）
（鳥取県支部）
（島根県支部）
（山口県支部）
（山口県支部）
（山口県支部）

中村　敏昭
相原　匡雄
西村　　勲
五十嵐幸成
嶋田　一夫
中屋　幸夫
関戸　　務
山川　貞雄
土屋　　修
青木　啓二
近藤　金作
青井　　保
松山　啓治
山﨑　達也
宮上　正人
酒井　信行
杉浦　攻司
曾我　辰也
野瀬　忠博
中村　幸弘
松井　宏之
坂本　和美
𠮷澤　敏彦
森山　　豊
内山　秋久
藤井　洋巳
瀧口　　治

（山口県支部）
（山口県支部）
（山口県支部）
（山口県支部）
（徳島県支部）
（徳島県支部）
（徳島県支部）
（愛媛県支部）
（愛媛県支部）
（愛媛県支部）
（高知県支部）
（福岡県支部）
（福岡県支部）
（福岡建設支部）
（福岡建設支部）
（福岡建設支部）
（福岡建設支部）
（福岡建設支部）
（福岡建設支部）
（熊本県支部）
（熊本県支部）
（大分県支部）
（宮崎県支部）
（鹿児島県支部）
（鹿児島県支部）

村岡　　進
山本　克巳
竹本　　登
松永　裕治
楠野　　進
矢野　康彦
秋山　　威
篠宮　勝敏
大下　　守
亀井　浩二
田村善次郎
原　　広之
川勝　健一
石本　利道
北川　和利
川上　信幸
久間　幸生
山内　竜治
小笠原元紀
田中　憲司
村上　久義
日野敬一郎
那須　秋義
中村　靖治
赤瀬川隆樹
任期は令和６年８月11日から
令和９年８月10日まで

※氏名は敬称略、順不同で掲載しています。
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被保険者の皆様に、大切なお知らせです

健診講座！看護師の卵
ののりみ

長
期
に
わ
た
り
、�

整
骨
院・接
骨
院
で
施
術
を�

受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ

ご
案
内
を
お
届
け
し
ま
す

長
期
に
わ
た
り
、
整
骨
院
・
接
骨
院
で
施

術
を
受
け
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合

は
、原
因
が
他
の
病
気
に
あ
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
令
年
５
年
４
月

か
ら
６
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
に
７
ヵ
月
以

上
の
長
期
に
わ
た
り
施
術
を
受
け
た
方
を
対

象
に
、
痛
み
の
原
因
を
改
め
て
確
認
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
ご
案
内
を
９
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。

重
症
化
予
防
の
た
め
、
痛
み
の
原
因
を
も

う
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
職
種
及
び�

種
別
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
す

令
和
６
年
度
中
に「
組
合
員
の
職
種
及
び
種
別
に

関
す
る
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
は
、９
月
頃
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
事
業
所
へ
届
く『
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
被
保
険
者
標
準
報
酬
決
定
通
知
書
』が
必
要

で
す
。提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
を
紛
失
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
対
象
か
ら
外
れ
る
保
養
施
設

以
下
の
保
養
施
設
は
、補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・�

鬼
怒
川
観
光
ホ
テ
ル（
栃
木
県
日
光
市
）

・�
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
塩
原（
栃
木
県
那
須
塩
原
市
）

１．被害区分による免除額
被害区分 免除額 災害救助法の適用市町村

全焼または全壊
及び全部冠水 保険料3ヵ月分

秋田県、山形県の一部市町村

最新の適用市町村は内閣府防災情報のページ
http://www.bousai.go.jpをご覧ください。

半焼または半壊､
床上1m以上の冠水

保険料2ヵ月分
※�右記の災害救助法の適用市町村に住所を�
有する組合員のみ保険料3ヵ月分を免除

床上1m未満の冠水 保険料1ヵ月分
※4ヵ月目以降については、国保組合に対する国の財政支援の考え方、免除措置の延長の通達などが出された段階で改めて検討します。

２．�保険料の免除を受けるとき　被災された方は以下の書類を提出します。
　①�保険料徴収猶予または減免に関する申請書（記号番号、氏名、住所、免除を受ける理由等を記載）
　②�り災証明等免除の理由を証明する書類（消防署、地方自治体などの公的機関発行の証明書）

令和6年7月25日からの大雨により被災された方に保険料の免除を行っています

中建国保だより　令和６年９月１日発行　第三種郵便物認可
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「
大
切
な
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
ま
す
！

〈見本〉

医
療
保
険
者
等
に
該
当
す
る
中
建

国
保
は
、
番
号
法
別
表
第
一
に
基
づ

き「
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
」

に
該
当
し
、
個
人
番
号
を
取
り
扱
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
建
国
保
が
取

得
し
た
個
人
番
号
は
、「
国
民
健
康

保
険
法
に
よ
る
保
険
給
付
の
支
給
ま

た
は
保
険
料
の
徴
収
に
関
す
る
事

務
」以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

国
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、中
建
国
保
が
把
握
し
て
い
る
加
入
者

情
報（
個
人
番
号
の
下
４
桁
）を
す
べ
て
の
組
合
員
へ「
大
切
な

お
知
ら
せ
」と
し
て
通
知
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
国
は
こ
の

お
知
ら
せ
に
つ
い
て「
医
療
保
険
者
等
が
把
握
し
て
い
る
加
入
者

情
報
を
通
知
す
る
こ
と
で
、情
報
の
正
確
性
を
担
保
し
、安
心
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
大
切
な
お
知
ら
せ
」に
は
、
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
組

合
員
・
家
族
の
お
名
前
と
個
人
番
号（
以
下
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の

下
４
桁
を
記
載
し
て
い
ま
す
。令
和
６
年
10
月
を
目
途
に
、白
の

窓
付
封
筒
で「
特
定
記
録
郵
便
」の
扱
い
で
送
付
す
る
予
定
で
す
。

【
お
知
ら
せ
が
届
い
た
ら
】

「
大
切
な
お
知
ら
せ
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
組
合
員
・
家

族
の
お
名
前
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
下
４
桁
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
！
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

番
号
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
番
号
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
お
知
ら

せ
の
右
下
に
記
載
し
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先（
中
建
国

保
本
部
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。番
号
に
誤
り
が
な
け
れ
ば

ご
連
絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【�

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
】

●�

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
に
家
族
が
加
入
さ
れ
る
と
き

や
住
所
が
変
わ
ら
れ
た
と
き
は
、
中
建
国
保
か
ら
保
険

証
を
発
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
資
格
確
認
書

を
交
付
し
ま
す
。
保
険
証
と
同
様
に
病
院
や
薬
局
の
受

付
の
と
き
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
証
と

し
て
利
用
登
録
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
以
下
、

マ
イ
ナ
保
険
証
）を
お
持
ち
の
方
に
は
、
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
を
交
付
し
ま
す
。
病
院
等
の
窓
口
で
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
不
具
合
が
あ
る
と
き
に
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
を
提
示
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
現
在
の
保
険
証

と
同
様
の
取
り
扱
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
で
あ
っ
て
も
、
転
居
等

に
よ
り
住
所
が
変
わ
ら
れ
た
と
き
は
す
み
や
か
に
中
建

国
保
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族
が
加
入
す

る
と
き
は
、
届
出
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
に
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
も
、
今
お
手
元

に
あ
る
保
険
証
は
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き

ま
す
。
誤
っ
て
破
棄
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
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ア
ス
ベ
ス
ト

に
よ
る

健
康
被
害

建
設
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
は
誰
で

も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
吸
引
し
て
す
ぐ
に
肺
の

病
変
が
現
れ
る
の
で
は
な
く
、
数
十
年
と
い

う
長
い
期
間
を
経
て
様
々
な
肺
の
病
気
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健

康
被
害
を
少
し
で
も
早
く
発
見
す
る
こ
と

が
、健
康
や
生
活
を
守
る
た
め
に
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
再
読

影
は
毎
年
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

令
和
５
年
度
に
中
建
国
保
で
ア
ス
ベ
ス
ト

に
よ
る
労
災
認
定
を
受
け
た
組
合
員
数
は
７

人
、労
災
保
険
か
ら
中
建
国
保
に
戻
っ
て
き

た
医
療
費
は
１
５
９
６
万
円
で
す
。労
災
認

定
さ
れ
る
と
療
養
補
償（
医
療
費
）・
休
業
補

償
な
ど
が
労
災
保
険
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ
可
能
性
の
あ

る
方
で
、
呼
吸
困
難
、
咳
、
胸
痛
な
ど
の
症

状
が
あ
り
心
配
な
方
や
、労
災
認
定
等
の
相

談
に
つ
い
て
は
、
所
属
す
る
組
合
ま
た
は
全

建
総
連
労
働
対
策
部
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。応募された方は、ホームページ�
上に「所属支部（出張所）名」「氏名」等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

１．�あなたのストレス解消法を教えて♪
２．��冬の思い出を教えて♪
３．�わが家の近況　など

テ
ー
マ

〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13
中央建設国保組合「みんなの広場」係宛先

「みんなの広場」欄に掲載された方には、中建国保�
オリジナルのごりけんQUOカードをプレゼントします。

お便りを
お待ちして
います！

締め切り
令和６年

10月11日
（消印有効） 応募の際には

記号番号の
記入を

忘れないでね！

浅
田�

舞
花（
山
口
・
家
族
）

毎
年
秋
に
な
っ
た
ら
家
族
と
梨
狩
り

に
行
っ
て
い
ま
す
。色
々
な
品
種
の
梨
を

も
ぎ
取
り
、
好
き
な
だ
け
食
べ
る
。
何
年

か
前
に
６
玉
食
べ
た
時
は
お
腹
を
壊
し

て
、車
で
帰
宅
中
に
ト
イ
レ
を
探
す
は
め

に
…
。こ
う
な
ら
な
い
た
め
に
５
玉
ま
で

と
決
め
ま
し
た（
笑
）。
安
く
て
食
べ
放

題
な
の
で
、皆
さ
ん
も
良
か
っ
た
ら
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。楽
し
い
で
す
よ
！

江
崎�

靜
香（
福
岡
・
家
族
）

11
月
に
73
歳
に
な
る
私（
自
分
で
も

び
っ
く
り
し
ま
す
）、「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
本
を
買
っ
て
は

「
数
独
」に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

橋
本�

則
子（
秋
田
・
家
族
）

病
院
に
行
く
ほ
ど
で
は
な
く
、で
も
気

に
な
る
体
の
不
調
な
ど
相
談
で
き
る「
中

建
国
保
の
健
康
相
談
室
」は
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。丁
寧
に
返
答
し
て
く
だ

さ
り
、あ
り
が
た
い
で
す
。

三
浦�

沙
織（
秋
田
・
家
族
）

お
す
す
め
の
ご
当
地
お
菓
子
は
、
秋

田
県
に
あ
る
大お
お
潟が
た
村む
ら
の『
パ
ン
プ
キ
ン
パ

イ
』で
す
。
手
の
平
サ
イ
ズ
の
パ
イ
の
中

に
か
ぼ
ち
ゃ
餡
が
包
ま
れ
て
い
ま
す
。５

個
入
り
が
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

吉
村�

く
み
子（
愛
知
・
家
族
）

「
ご
当
地
の
お
菓
子
」で
頭
に
浮
か
ん

だ
の
は
、名
古
屋
の『
ぴ
よ
り
ん
』。名
古

屋
コ
ー
チ
ン
の
卵
を
使
っ
た
濃
厚
な
プ

リ
ン
が
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。見
た
目
は

愛
ら
し
い
ひ
よ
こ
の
姿
！
で
も
、お
持
ち

帰
り
で
そ
の
姿
を
保
つ
の
は
、ち
ょ
っ
と

難
し
い
で
す
よ
。一
度
お
試
し
あ
れ
…
。

山
下�

和
大（
鹿
児
島
・
組
合
員
）

私
の
お
す
す
め
の
ご
当
地
ス
イ
ー
ツ

は『
唐か
ら

芋い
も

レ
ア
ケ
ー
キ
』で
す
。
口
当
た

り
が
良
く
、上
品
な
味
で
す
。ち
ょ
っ
と

贅
沢
し
た
い
時
や
、手
土
産
に
も
喜
ば
れ

ま
す
。

みんな
の
広場

下の３つのテーマいずれかについて、�
ご意見・ご感想、また、あなたの近況・体験談などを、
ハガキまたは封書でお送りください。
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合
い
で
夜
の
街
へ
行
く
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
。
お
酒
の
大
好
き
な
私
は
、
仕
事
絡が
ら

み
だ

と
し
て
も
決
し
て
嫌
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

行
儀
よ
く
呑
ん
で
い
る
つ
も
り
が
、
お
酒
が

進
み
過
ぎ
て
、
つ
い
つ
い
羽
目
を
外
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
多
々
「
不
祥
事
」

が
あ
り
、
上
手
く
ご
ま
か
し
た
り
、
言
い
訳

を
し
ま
し
た
が
…
家
族
は
す
べ
て
見
透
か

し
て
い
て
、
あ
え
て
何
も
言
わ
ず
我
慢
し
て

く
れ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
お
酒
が
入
る
と
つ
い
タ
ガ
が
外
れ
て

し
ま
い
、幾
度
と
な
く
失
敗
し
て
い
る
の
に
、

う
る
さ
い
こ
と
は
一
切
言
わ
ず
、
未
だ
に
連

れ
添
っ
て
く
れ
る
神（
妻
）で
す
。

こ
れ
か
ら
は
…

「
国
保
だ
よ
り
」に
ち
な
ん
で
、普
段
表
現

で
き
な
い
家
族
に
対
す
る
感
謝
を
間
接
的
に

表
現
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
家
族

だ
け
で
な
く
、
職
人
の
妻
は
お
そ
ら
く
全
員

が
懐
の
深
い
神
様
の
よ
う
な
存
在
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
建
設
業
を
と
り
ま
く
環
境
が
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
つ

い
つ
い
家
族
に
甘
え
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
し
、
お
互
い
の
理
解
不
足
に
よ

り
些
細
な
こ
と
で
家
族
と
喧
嘩
に
な
る
時
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、「
保
険
」と
い

う
相
互
扶
助
と
い
う
考
え
方
、
お
互
い
が
支

え
合
う
と
い
う
制
度
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で

あ
る
と
感
じ
ま
す
。

私
は
母
体
組
合
傘
下
の
甲
府
建
設
組
合
の

執
行
部
役
員
と
し
て
組
織
拡
大
に
尽
力
し
て

い
ま
す
が
、
近
年
は
特
に
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
組
織
す
る
と
い
う
考
え
方
の
浸
透
が

難
し
く
、
母
体
組
合
の
組
織
拡
大
や
中
建
国

保
の
被
保
険
者
を
増
や
す
こ
と
に
悪
戦
苦
闘

し
て
い
ま
す
。
根
本
的
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
中
建
国
保
も
全
国
の
建
設
業
の
仲
間

で
支
え
合
い
、
助
け
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
記
事
を
依
頼
さ
れ
て
正
直
書
く
こ

と
が
思
い
つ
か
ず
、
一
番
身
近
な
妻
の
こ
と

を
書
き
な
が
ら
、
我
が
身
を
振
り
返
り
、
反

省
し
て
、
周
り
へ
の
感
謝
を
思
い
出
し
、
支

え
ら
れ
て
支
え
て
…
改
め
て
小
さ
い
相
互

扶
助
か
ら
見
つ
め
直
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
地
場 

由
江 

通
信
員
】

互
い
に
支
え
合
い
、
助
け
合
え
る
こ
と
に
感
謝

職
人
の
か
み（
神
）さ
ん
と
い
う
こ
と
で
、

僭せ
ん

越え
つ

な
が
ら
私
の
家
族
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

仕
事
で
の
苦
労

私
達
の
よ
う
な
昔む
か
し

気か
た
ぎ質

の
職
人
は
、
現
場

に
よ
っ
て
朝
と
夜
が
非
常
に
早
か
っ
た
り
遅

か
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、
納
得
で
き
る
ま
で

仕
事
を
し
て
帰
宅
し
ま
す
。
親
方
か
ら
も
厳

し
く
指
導
さ
れ
た
の
で
、
今
も
そ
の
習
慣
が

染
み
つ
い
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、

正
直
割
の
合
わ
な
い
仕
事
を
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
し
、
連
絡
も
せ
ず
に
帰
宅
し
た
こ
と

も
、
怪
我
を
し
て
心
配
を
か
け
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
う
ち
の
家
族
は
ず
っ
と
変
わ
ら

ず
理
解
し
て
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
職
人
の
全
員
に
言
え
る
こ
と
だ
と

は
思
い
ま
す
が
、
か
み
さ
ん
に
は
本
当
に
頭

が
下
が
り
ま
す
。
最
近
は
連
れ
添
っ
た
年
数

も
長
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
た
ま
に
私
に
対

し
て
の
視
線
が「
働
く
Ａ
Ｔ
Ｍ
」を
見
て
い

る
か
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
…（
笑
）。

お
酒
が
大
好
き
な
私
へ
の
我
慢

職
業
柄
と
い
い
ま
す
か
、
営
業
や
お
付
き

家族へのへの

 メッセージmessage
山 梨 県 支 部

千
ち

野
の

 浩
ひ ろ

也
や

さん（写真）技能大会に出場している浩也さん

（写真）地酒の 
「ドメーヌ・ポンコツワイン」
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とってお
きの場所

大野屋

母
体
組
合
の
仲
間
と
共
に

私
の
と
っ
て
お
き
の
場
所
は
栃
木
県
日

光
市
野の

門か
ど

に
あ
る『
大
野
屋
』と
い
う
旅
館

で
す
。
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
確
か
コ
ロ
ナ

が
流
行
す
る
前
で
し
た
。
母
体
組
合
・
今い
ま

市い
ち

支
部
の
仲
間
の
作
業
現
場
が
、
大
野
屋

だ
っ
た
の
で
す
。ち
ょ
う
ど
時
期
的
に
忘
年

会
シ
ー
ズ
ン
で
、休
憩
中
に「
こ
の
辺
り
で

忘
年
会
が
で
き
る
良
い
場
所
は
な
い
で
す

か
？
」と
質
問
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
大
野
屋
の
食
事
内
容
や
価
格
を
聞
い

て「
よ
し
、
今
回
の
忘
年
会
は
こ
こ
に
し
よ

う
！
」と
決
ま
り
ま
し
た
。

お
い
し
い
地じ

物も
の

大
野
屋
の
醍
醐
味
は
何
と
い
っ
て
も
皆

で
囲い
ろ
り

炉
裏
を
囲
っ
て
食
べ
る
料
理
で
す
。鶏

肉
、鹿
肉
、猪
肉
な
ど
地
元
で
獲
れ
た
お
肉

は
新
鮮
で
と
て
も
美
味
し
い
で
す
。
ま
た
、

川
魚
を
囲
炉
裏
で
塩
焼
き
に
し
て
食
べ
る

の
も
絶
品
で
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
食
材
が
あ

る
中
で
も
一
番
驚
い
た
食
材
は「
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
」で
す
。
小
指
く
ら
い
の
大
き
さ
の

る
場
だ
っ
た
の
で
と
て
も
お
酒
が
進
み
ま

し
た
。

帰
路
に
も
楽
し
み

「
東と

う

照し
ょ
う

宮ぐ
う

」と
聞
く
と
、
皆
さ
ん
は
日
光

東
照
宮
を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
。し

か
し
、
野
門
に
は『
栗く
り

山や
ま

東
照
宮
』が
存
在

し
ま
す
。元
々
は
日
光
東
照
宮
に
あ
っ
た
徳

川
家
康
の
ご
神
体
で
す
が
、明
治
初
期
の
戊

辰
戦
争
に
よ
り
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
考
え

た
旧
幕
府
が
必
死
に
守
り
、
た
ど
り
着
い

た
先
が
野
門
だ
っ
た
そ
う
で
す
。帰
り
道
に

寄
っ
て
一
目
拝
見
し
て
み
る
の
も
良
い
で

す
ね
。

こ
れ
か
ら
も

今
年
も
今
市
支
部
の
仲
間
と
親
睦
を
深

め
る
た
め
、
野
門『
大
野
屋
』で
忘
年
会
を

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

で
行
け
な
い
期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、皆
が

集
ま
れ
る
場
所
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
あ
り

続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
成
澤 

祐
香 

通
信
員
】

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
恐
る
恐
る
口
に
運
び

ま
す
。舌
触
り
は
魚
の
よ
う
な
感
じ
で
、味

は
想
像
に
お
任
せ
し
ま
す
。残
念
な
が
ら
昨

年
の
忘
年
会
で
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
不

猟
の
た
め
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、普
段
は
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
ジ

ビ
エ
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
の
で

大
満
足
で
し
た
。

ま
た
、
囲
炉
裏
で
温
め
た
熱
燗
や
館
内

で
し
か
飲
め
な
い
お
酒「
ど
ぶ
ろ
く
」も
嗜た
し
な

み
ま
し
た
。女
将
と
若
女
将
の
自
慢
の
ど
ぶ

ろ
く
で
す
。コ
ク
と
旨
味
が
あ
り
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
で
す
。コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
て
か

ら
は
建
設
職
人
同
士
で
集
ま
り
、
お
酒
を

交
え
て
会
話
す
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、久
し
ぶ
り
に
皆
と
顔
を
合
わ
せ

栃 木 県 支 部 藤
ふ じ

沼
ぬ ま

 秀
ひ で

和
か ず

さん （写真）笑顔で取材に応じてくれた秀和さん

（写真）囲炉裏で絶品の数々を味わう
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中
建
国
保
の

中建国保は中建国保は
40歳未満の 40歳未満の 

健診受診が少ない健診受診が少ない
状況です！！状況です！！

中建国保では、中建国保では、
健診費用を健診費用を

負担しています！！負担しています！！

本部保健師 青
あ お

柳
や ぎ

 亜
あ

希
き

子
こ

皆さんは年に一度、健康診断（以下、健診）を受けていますか？
「とりあえず会社から受けなさいと言われたから」「いつも元気だから受ける 

必要はない」という声を耳にしたことがありますが、皆さんにとって健診は
どのくらい重要な存在でしょうか？

健康診断健康診断受けていますか？受けていますか？
若いうちから若いうちから体のメンテナンス体のメンテナンスを！！を！！

中建国保の集団健診は基本的に被保険者の皆さんの費用負担があり
ません。詳しくは、中建国保のホームページや令和６年度の「中建国保
の便利帳」をご覧ください。

また、集団健診の日程や申し込み方法は、所属している支部によって
異なります。所属の支部や出張所にご確認ください。

令和５年度に健診を受診した中建国保加入者の年齢別割合を見る 
と、40歳未満の受診が少ないということがわかります。健診は自分
では気がつかない「病気の芽」を早いうちに見つけることや、生活 
習慣病予防のためにとても大切です。

生活習慣病とは、糖尿病や高血圧、脂質異常症等のことを言います。
糖尿病や高血圧は、若いうちからの偏った食事や運動不足等、 

生活習慣の乱れが積み重なることで起こり
やすくなります。中建国保加入者は、糖尿病
や高血圧での医療機関受診が多い状況です。

自分の健康は二の次になりがちですが、その結果病気が悪化して、 
「ちゃんと健診を受けていればよかった」という方に何度も出会ってきました。 
そうならないために、定期的に健診を受けていただきたいと思っています。

また、健診結果で「要精密検査」「要再検査」「要治療」などの判定があった場合は、早めに 
医療機関を受診しましょう！

40歳未満の
健診受診が少ない！！

若いうちから健診を受けて、
生活習慣の見直しをすることが
その後の健康につながります！
「自分は大丈夫！」と思わず、
自分の健康と向き合える“健診”
という機会を大切にしましょう。

保健師からのメッセージ

令和５年度 健診受診者の年齢別割合

20-29歳
8.4％

30-39歳
14.0％

40-49歳
23.4％

50-59歳
22.6％

60-69歳
20.0％

70歳以上
11.3％

20歳未満0.2％
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問題 「ヨコのカギ」「タテのカギ」を解いて、A 〜 Eの 
文字を順につなぐと、ひとつの言葉ができます。 
それが答えです。

ちゅうけん パズルクロスワード

映画館で映画鑑賞。
おもしろくてスクリーンに釘付け！ヒント

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

  おめでとう！
クロスワ

ードパズル当選者発表

一戸志津子
蒔苗有見子
港　　芳紀
松永　佳丈
小玉　朗子
宗像　正臣
菊地　博幸
本名　智子
豊田　文子
鈴木　寿彦
齋藤　重雄
角田　茂久
豊岡　　浩
中宿　和夫
天野　貴之
榎本　高広
坂元　信枝
松田　　清
田中　洋子
山内　琴美

青森県支部

青森県支部

青森県支部

岩手県支部

秋田県支部

福島県支部

福島県支部

福島県支部

茨城県支部

茨城県支部

茨城県支部

栃木県支部

群馬県支部

千葉県支部

千葉土建支部

千葉土建支部

千葉土建支部

新潟県支部

新潟県支部

福井県支部

浅倉　節子
村田　保廣
岩倉あけ美
時田　克哉
原田　良雅
山口　吉和
長谷川　修
山下　吉史
德田　　晃
黒木　芳子
山野井惠子
芳井　真実
吉本　淳一
井手　博子
塩屋　卓也
西村千寿子
池田　一男
佃　　幸広
荒牧加奈子
曲迫　　貢

静岡県支部

静岡県支部

静岡県支部

愛知県支部

愛知県支部

滋賀県支部

滋賀県支部

和歌山県支部

島根県支部

山口県支部

山口県支部

愛媛県支部

高知県支部

福岡県支部

福岡建設支部

福岡建設支部

熊本県支部

熊本県支部

大分県支部

鹿児島県支部

パリゴリン

７月号
の答え

ハガキまたは封書でクイズの答え
と住所、氏名、保険証の記号番号
を明記してご応募ください。

応募

令和６年10月11日 
（消印有効）締切

〒171-0014 
東京都豊島区池袋2-16-13 
中央建設国保組合 

「クロスワードパズル」係

宛先

クイズの正解者の中から、
抽選で40名の方に、
中建国保オリジナルの
ごりけんQUOカードをプレゼントします。

正解者にQUOカードをプレゼント

みんなの
広場への投稿
もお待ちして
います

1 2 3

E

4

5

6 7 8

9

10

B

11 12

A

13

14 15 16

17 18 19 20

D

21 22

C

お月見でお供えする月見○○○。
チョコレート味の飲み物です。
みそ煮にする魚といえば？
群馬県を代表する温泉地です。
秋晴れの日は青く澄んでいます。
栗のこと。○○○グラッセ。
目にも留まらぬ○○○○。

何もすることがなくて持て余す。
雷門がシンボルです。

「畑の肉」と呼ばれます。
９月にある○○○○ウィーク。
小さなおやしろのこと。
ゴルフボールがポチャン！
アメリカが米ならイギリスは？

1
2
3
4
5
7
8

9
10
11
13
15
18
20

サンマの塩焼きに添える
○○○○おろし。
ラクダが活躍する場所です。
一口目はそのまますすりたい
新○○。
これで炒めたきんぴらごぼう。
東京○○の北陸新幹線で金沢へ。
○○やっこはおつまみの定番です。

野球でヒットのこと。
お相撲さんが締めます。
実るほど頭の下がる○○○かな。
水切りなどに使う台所用品です。
三択や早押しなどがあります。
虫の○○に耳を澄ます。
○○とイクラの親子丼。
髪を乾かす家電です。

1

3
5

6
8
9

10
12
14
16
17
19
21
22

解答欄 A B C D E

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。 
応募された方は、ホームページ上に「所属支部（出張所）名」「氏名」 
等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

クロスワードパズルや他の募集要項にご応募いただいた皆さま
の個人情報は、本紙への掲載、プレゼント・記念品の抽選、発送
のためにのみ使用し、当組合が厳格に管理して、第三者への提供
は行いません。

応募の際には
記号番号の

記入を
忘れないでね！

　　　抽選で40名の方に

中建国保だより　令和６年９月１日発行　第三種郵便物認可

15



毎
日
、不
安
と
の
戦
い
で
し
た
。翌
年
に
は
長

女
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、妻
に
と
っ
て
も

不
安
は
私
の
比
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
独
立
と
同
時
に
母
体
組
合
の
建
設

ユ
ニ
オ
ン
と
中
建
国
保
に
加
入
し
、程
な
く

し
て
三
代
目
の
青
年
部
長
に
就
任
、役
員
と

し
て
組
合
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

遊
び
だ
っ
て
全
力
投
球　！！

事
業
に
組
合
活
動
に
頑
張
る
日
々
で
す
が
、

遊
び
に
も
手
は
抜
か
ず
全
力
投
球
で
す
。車
の

ド
リ
フ
ト
競
技
、バ
イ
ク
の
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
競

技
、飛
行
機
や
ヘ
リ
の
ラ
ジ
コ
ン
、キ
ャ
ン
プ
、

Ｄ
Ｉ
Ｙ
、プ
ラ
モ
デ
ル
、Ｉ
Ｄ
Ｐ
Ａ
競
技
、天

体
観
測
…
自
分
で
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
多

趣
味
で
す
。家
族
は
完
全
に
あ
き
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
家
族
で『
沼
っ
て
』い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
シ
ー
グ
ラ
ス
集
め
で
す
。
新
潟

県
柏
崎
な
ど
の
海
岸
に
行
き
、い
ろ
い
ろ
な

ガ
ラ
ス
片
を
集
め
ま
す
が
、な
か
で
も
濃
い

ブ
ル
ー
と
ピ
ン
ク
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら

ず
、ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー
の
気
分
で
す
。

こ
れ
か
ら
も

コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
２
年
６
月
の
建
設
ユ
ニ

オ
ン
定
期
大
会
で
は
、ま
さ
に
青
天
の
霹へ
き
靂れ
き
、

青
年
部
長
か
ら
執
行
委
員
長
に
就
任
し
ま
し

た
。ま
た
、事
業
の
方
も
令
和
４
年
２
月
に

ト
リ
ッ
プ
ス
株
式
会
社
を
設
立
し
、看
板
業

な
ど
で
全
国
の
現
場
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

家
族
に
は
こ
れ
か
ら
も
仕
事
に
組
合
活

動
に
趣
味
に
と
色
々
迷
惑
を
か
け
る
と
思

い
ま
す
が
、い
つ
か
新
婚
旅
行
で
行
っ
た
ハ

ワ
イ
に
家
族
で
行
き
、シ
ー
グ
ラ
ス
を
み
ん

な
で
集
め
よ
う
ね
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
坂
本 

忍 

通
信
員
】

い
つ
か
ハ
ワ
イ
で

シ
ー
グ
ラ
ス
集
め
を

家
族
に
つ
い
て

私
は
小
学
６
年
生
か
ら
新
潟
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
が
、も
と
は
長
野
県
松
本
市
の
生
ま
れ

で
す
。そ
ん
な
私
が
新
潟
美
人
の
妻
と
出
会

い
、紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、平
成
19
年

に
善
光
寺
近
く
の
犀さ
い

北ほ
く

館か
ん

ホ
テ
ル
で
結
婚
式

を
挙
げ
、２
人
の
子
ど
も
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

家
族
を
動
物
に
例
え
る
と
、妻
は
運
動
神

経
が
良
く
と
て
も
賢
い
が
気
分
屋
の「
猫
」。

長
女
は
家
族
内
Ｎ
ｏ
・
１
の
芸
術
的
セ
ン
ス

を
持
つ
慎
重
派
の「
ウ
サ
ギ
」。
長
男
は
何

か
に
つ
け
て
勝
負
を
挑
む
挑
戦
者
、戦
略
を

立
て
る
の
が
上
手
い「
イ
ル
カ
」（
…
で
も

学
校
の
宿
題
や
準
備
は
戦
略
不
足
だ
よ
、息

子
よ
）と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

事
業
の
開
始
、建
設
ユ
ニ
オ
ン・

中
建
国
保
に
加
入

結
婚
し
仕
事
も
充
実
し
て
い
た
平
成
22
年

の
春
、突
然
、勤
務
先
の
社
長
か
ら
廃
業
宣
言

が
。「
え
ー
っ
」と
思
い
ま
し
た
が
、す
ぐ
に「
こ

れ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
。10
年
携
わ
っ
て
き
た
こ
の

看
板
業
を
や
ろ
う
」と
気
持
ち
を
切
り
替
え
ま

し
た
。作
業
等
は
体
が
覚
え
て
い
る
は
ず
だ
と

さ
ほ
ど
心
配
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、道

具
が
な
い
。そ
の
た
め
借
金
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

（写真左から）長男の健
たける

くん、長女の唯
ゆい

ちゃん、 
姪の莉

り
子
こ

ちゃん、健二さん、妻の美
み

和
わ

さん

（写真）「父の趣味DIYに 
興味を持ってくれた長男、 
父は嬉しいぞ」

（写真）組合の組織拡大行動に取り組む
健二さん（左から２番目）

家族へのへの

 メッセージmessage
新 潟 県 支 部

坂
さ か

田
た

 健
け ん

二
じ

さん

令
和

６
年

９
月

１
日

発
行

　
第

三
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郵
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物
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可
　

　
発

行
所
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発
行
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志

〒
171 -0014　

東
京

都
豊

島
区

池
袋

2 -16 -13　
電

話
：
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